
第 2回 天橋立公園松並木景観保全委員会 議事要旨 

開催日時：令和 6年 3月 1日（金）13:30～16:00 

場  所：宮津総合庁舎 別館講堂        

 

■ 第 2回委員会でいただいた主なご意見 

（第一期松並木景観保全計画の評価と課題について） 

・腐植層除去の効果については、腐植層除去を実施した年月と調査を実施した

年月を明記しておいた方が良い。 

・腐植層除去の効果については次期計画では同一コドラートで定点的に検証を

行うことが望ましい。 

・菌類の調査結果では、種数だけでなく本数も重要なので記載した方が良い。 

・ボランティアによる除草範囲と府の委託業者が行う除草箇所の仕分けをして、

明確に除草の効果等がわかるようにした方が良いのではないか。 

・景観調査の地点について、さらに様々な変化を把握できるように再検討した

方が良い。 

 

（第二期松並木景観保全計画（案）について） 

・松並木景観保全計画（案）について概ね了承を得た。 

・腐植層除去を行う箇所や既存マツの管理を行う箇所等を別々に決めるのでな

く、計画の進捗とともに白砂青松が出来上がっていくというイメージをもつ

ことが大事だ。 

（その他の意見） 

・ケイピンエースの施工結果等を他の箇所にフィードバックするなどして、ク

ズの侵入対策を検討していくことが望ましい。 

・「天橋立を守る会」の活動や「エコツーリズム」と、「天橋立まもり隊」とし

て様々な団体と協働で行っている事業などは分けて整理した方が良いだろう。 

・サンドバイパス事業との情報共有、連携を進めてもらいたい。 

（以上） 


